
水戸駅

首都圏中央連絡自動車道 つくば中央

国道50号線～県道41号線経由
筑波山方面へ約20km
県道19号線～国道408号線経由
筑波山方面へ約20km

各種交通機関の詳細については、各種サイトをご確認ください

国道125号線 15km
～県道14号線 3km ～県道42号線 4km

山に高層気象観測所を設置した皇族の山階宮のために造られた館跡。
県指定史跡。

現在は、幹のみのエノキの大樹が
ある。

千寺沢

〈燧ヶ池〉

〈飯名神社〉

（1918年）に開通し、昭和62年に廃線。廃線後の線路は自転車道「つく
ば霞ヶ浦りんりんロード」として親しまれる。開通当初、筑波山神社まで
自動車道が整備され、乗り合い自動車が運行。大正14年には男体山へ
のケーブルカーも開業した。筑波山口周辺には、大正時代の大鳥居や
石碑が立っている。なお、筑波山神社からつつじヶ丘までの「筑波スカ
イライン」は昭和40年に開通、同年、女体山へのロープウェイも開業した。

筑波山中腹にある、全国屈指の由緒ある神社。
筑波男大神伊弉諾尊（いざなぎのみこと）、筑波女大神伊弉冉命（い
ざなみのみこと）２柱を御祭神とし、 万葉の昔より広く信仰を集めている。
江戸時代には、筑波山は江戸から見て鬼門（北東）にあたることから、
徳川幕府より格別なる信仰が寄せられた。
明治維新後、神仏分離を経て明治８年（1875年）に中禅寺大御堂の
跡地に筑波山を御神体とする筑波山
神社の拝殿が完成。
昭和３年（1928年）の改修を経て、現
在に至る。
拝殿に向かって右手にあるマルバク
スは葉が丸いクスノキの変種として珍
しく、市指定天然記念物。

杉の井（湧水）
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筑波山江戸屋（旅館）の敷地内にある。現在
は、杉の井を使ったコーヒーが飲める。

 ト時に公開される。舗
装道になる前の石段
が今も残り、近くには、
かつて旅籠だった大
越邸（イベント時に公
開）もある。家屋の中央に土間があり、裏の
沢へ抜けられる独特の間取りになっている。

最速45分

約45分

つくバスの最新の運行情報
（バスロケーションシステム）
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ケーブルカー
（筑波観光鉄道株式会社）


